特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　　12年12月20日　　439号
京都大学工学部の公開研究発表会　　
64人の参加で　河床低下の現状、生物への影響、歴史的背景についての研究が発表された。同時にさらに具体的な補強についての提案があった。大学側からは良い意見があって役立つ取り組みとなった、と感謝の言葉があった。

ダム群が形成されていないと仮定すれば土砂500万㎥が木津川に流れているが、ダム群に遮断されて270万㎥にとどまっている。年間2万㎥の補強が進めば復元してくるのではないか。河床低下による土砂の流出量は土砂採取禁止後には400万㎥、禁止以前には300万㎥が流出している。またこれらは伊勢湾台風や山城大水害発生、その他の事故発生による土砂供給が行われ、この間大量に一挙の土砂供給がなくなってきていると考えられる。とのお話があった。データーから見た河床低下は河口から6㎞地点から見られる。それより上流への進捗は現在の所、顕著ではない、といったお話がされた。
河川レンジャー実行委員会　13日　　河川レンジャー養成講座について意見交換　　
2012年度の淀川発見講座や河川養成講座の振り返りをしながら2013年度のカリキュラムや講座内容について検討しました。開催日時は例年通り6月7月に照準を合わせて行なう。また開催主管を5つの運営委員会単位のレンジャーが5日間の1日を担当しよう。との二つの合意をいたしました。これについては、運営委員会内部での相互理解や出張所職員等との交流も図れて以後の活動に役立つだろうとの見通し等が話されました。
日本財団canpannに登録　　
団体登録による活動明示化が進みました。日本財団によるレベル認定がされて、諸団体の信用度が示されるもので、「三ツ星」を獲得ができましたので、京都「きょうえん」の助成金申請の資格をえたことになります。従って12月4日に「親子花見乗船体験」への25万円助成金申請を行いましたが、その申請条件や資格をえたことになり、正式に申請が受理されたことになります。助成金支給がされるよう望むばかりです。
木津川の希少植物管理地明示杭で囲い込み　
21日　植物部会では4月に担当者を決めて木津川生育希少植物の観察生育記録をとることを決めてきました。12月に担当者が集まって、1年間のまとめを行いました。その結果明示杭のなくなっているところや植物の生育しなくなった場所が数箇所発生している事が判明しました。このままだと観察調査するには、明示杭が無ければ継続的な正確な資料等を記録できませんので、大至急年末になっての多忙な時期ですが、正月早々ではなく月内に明示杭の打ち終えることを決定しました。お手伝いの出来る方は事務所まで当日朝9時に電話下さい。お待ちしています。
里山農園　年末清掃　22日　集合現地・9時　
枯枝などの焼却　排水路の溝清掃などを行います　今年の里山農園ではホウレン草や黒豆等多くの野菜を栽培できました。そして無人販売所を設置して月水金の週三日に朝どり野菜を提供してきました。何れも無農薬で栽培できました。これはこれまで放置されてきた放棄田だったので病気の菌や昆虫なども発生していなくて、見事に大きな実りを手にすることができました。こうした成果に感謝して年末に周囲の排水溝や枯れ枝、刈り草などを整理整頓して、来るべく新春に備えたいと思います。時間の許す方のご参加を期待しています。
草内倉庫周辺　年末清掃と備品や用具の棚卸　23日　現地集合・9時　
周辺の草刈と備品の棚卸等を行います。これまでの小道具をかなり整えてきました。この際に全道具の点検を行い使用可能、修理や破棄等判断をして整理整頓を行います。収納倉庫の周辺も丁寧な整頓ができていないので思い切った処理が必要です。新年を前にしっかり処分を進めたいと思います。ご協力下さい。
オオムラサキ調査　24日　午後周辺でクヌギ調べ　　大勢のご参加をお待ちしています
昨年はイノシシの柵が張り巡らされて、これまで常に発見できていた場所を調査できていませんでしたが、それでも発見され、始めて3～4の場所で10匹以上のを見つけることができています。そして成虫もテリトリーを主張して争っている2匹を確認しましたし、後日畑の仕事中に写真の撮影に成功するなど、思わぬところで成虫を確認できました。残念なのは、観察中に姿の撮影をみんなでできるチャンスに巡り合えていないことです。そのチャンスは樹液の出しているクヌギを発見することにかかっていると思います。この冬にこの場所を見つけ出しておけば成虫との出会いは間違いなく実現できると断言できます。　午後にはこうしたクヌギの発見に時間を使いたいと思います。大勢の皆さんのご参加をお願いします。
黒豆味噌つくり参加者募集　締切8日　　味噌つくり1月15日（火）福知山市夜久野町20人
昨年の味噌を多くの皆さんが食べ始めておられます。この方々は口をそろえて甘くておいしい、ほかにこのような味噌に出会ったことがない、味噌は甘さがあってこそ上等といえるなどと、丹波の黒豆味噌のおいしさを強調されています。12月から2月ごろまでの寒さ厳しい季節が仕込みの時期です。今年は1月15日に福知山に味噌作りに出かけます。都合で仕込んできてほしいという皆さんのご希望にもお答えしようと合計20人分を予約しました。先着順で受付けますのでご連絡ください。参加費は折衝中です。事務局までお電話ください。
七草摘み七草粥6日　集合　木津川左岸・近鉄鉄橋付近　9時30分新田辺駅西口　　60人
近年ＴＶで七草摘みと七草粥が新春の訪れとして報道されています。お正月明け初行事として心温まるニュースとして茶の間に届けられています。今年も例年通り9時30分近鉄新田辺駅集合で10時から始めます。冬の草原に厳しい寒さの中しっかりと根を下ろして茶色の中に緑豊かな七草を見つけましょう。「君がため春の野に出て若菜摘むわが衣手に雪は降りつつ」万葉の時代にしばし触れて見ようではありませんか。
木津川沿川活動団体交流会　19日　中部住民センター　13時30分から　講師・村上興正氏

新年のビッグイベントとして淀川環境委員会の村上興正先生から「木津川の環境」と題して講演をお願いいたしました。先生は木津川保全利用委員会の委員長も務めていただいて「川は川として活用すべき」と川の目的に沿った活用利用すべきと主張をされておられます。その立場から京田辺市の木津川草内運動公園の拡張について植物ゾーンを持った公園つくりは、将来のモデルとなるとして理解を示されています。里山の会は本年度をイタセンパラ復活のための元年として位置づけて取り組みを進めてきました。このたびの木津川沿川活動団体交流会での村上先生の講演に大きな期待をしています。多くの方のご参加を広く呼びかけています。ご案内をお願いします。

炭焼き体験　参加者募集　26日（土）　集合近鉄三山木駅　9時　参加費　500円　　20人
一昔前まではどこの町にも燃料屋さんがあって薪や炭が小売されていました。それが化石燃料に切り替わり、地球温暖化が大問題になる時代が到来しています。一部でロケットストーブなどが話題になり、炭などにも注目がされ始めています。今炭焼きの技術を持った人々が山を離れ炭焼きからも離れ始めて技術の伝承が危ぶまれています。里山の会で原木から切り出す体験を実施します。20人を受け付けて取り組みを進めます。ぜひお越しください。
里山農園運営者募集　野菜つくり　栽培と販売を一緒に検討する　専従者を求める　時給800円月40時間　32000円

里山の会が開墾してきた里山農園の運営についてご一緒に企画から一緒に取り組んでいただける方々を求めています。　将来の姿を展望しながら広大な土地の利活用を進め、地域再生への一歩を踏みだそうと考えています。積極的なご参加をお待ちしています。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

